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ユーラシア大陸の安保環境



極東

○極東・極東の周辺
日米安保条約第６条
岸ハーター交換公文

藤山マッカーサー口頭了解
極東に関する統一見解

○アジア・太平洋地域
（日米同盟は）21世紀に向けて、
（この地域で）安定的で繁栄した情
勢を維持するための基礎であり続
ける
（96年4月日米安保共同宣言）

○周辺事態
我が国の平和と安全に重要
な影響を与える事態
予め地理的に特定できない

台湾地域

韓国

フィリピン
以北

○後方地域
我が国領域及び（現在又は
将来に）戦闘が行われない
公海及びその上空



米国の地域統合軍

米太平洋軍
36カ国（世界人口の半分）
2億平方キロ（世界の半分）
総兵員：30万人





第三海兵師団（歩兵師団）

佐世保米海軍基地の強襲揚陸艦LHD-2とドック型揚陸艦

司令部大隊

偵察大隊

戦闘急襲大隊

第3歩兵連隊 第4歩兵連隊 第12砲兵連隊

平時はハワイに



第一海兵航空団

F-18 飛行大隊

第12航空群 第24航空群 第36航空群 第17航空支援群 第18航空管制群

給油輸送大隊



第三海兵兵站群

第3戦闘兵站連隊 第35戦闘兵站連隊 第37戦闘兵站連隊

司令部大隊



米軍水上兵力の展開状況



新世紀新段階我軍歴史使命

• 国際安全保障環境を再評価し、

• 中国の国家安全保障の定義を拡大

• 共産党統治を強化し、国家発展の戦略的
機会と国家利益を守る「力の保障」を提供

• 中国の安全保障環境の変化、国家発展の
優先順位、共産党の目的に沿った人民解
放軍の任務再編を念頭に

• 国家発展のために国防力と経済成長との調
整を図るとともに、領土的境界を越えた戦略
的利益を確保する



新たな歴史的使命（2004年-）
• 「国際安全保障環境の再評価」

– 中国の国益が領土、領海、領空の範囲を超え、
海洋、宇宙空間、電磁空間にまで拡大している

• 「国家安全保障の定義拡大」
– 人民解放軍が国家安全の利益（国境）だけでな
く、国家発展の利益（国益の境界）をも守る

• 「党の目的に沿った軍の任務再編」
– 内外の困難な状況の下、共産党の指導的地位
強化のため、解放軍がその役割を拡大する

• 「国防力と経済成長の調整」
– 軍拡より経済成長を優先した従来の方針を転換
し、経済成長のため、自国の領域を越えた、より
大きな役割を解放軍に認めること



「和諧海洋」の追求

• 二十一世紀は海洋の世紀であり、海洋
の調和（和諧海洋）は世界各国人民の
共同した価値理念であり、追求するべ
き美しい目標である。

• 開放的、実務的、協力的な精神を継承
し、平和的、発展的、協力的な旗幟を
かかげて、各国海軍とともに海洋の安
全を擁護し、調和した海洋環境を建設
するために貢献したい。

2009年4月21日
呉勝利・人民解放軍海軍司令官



「和諧海洋」の活動方針

• 国連主導を堅持し、公正で合理的な海
洋環境を建設

• 平等な協商の方針を堅持し、自由かつ
秩序ある海洋環境を建設

• 状況に応じて適切に対応する方針を堅
持し、平和で安定した海洋環境を建設

• 交流と協力の方針を堅持し、調和的共
存ができる海洋環境を建設

• 海を敬愛し、『天人合一（生態環境保
全？）』の海洋環境を建設





第三海兵遠征軍の作戦領域



中国のAnti-Access戦略

中国の第一、第二列島線：
西太平洋の公海における航行の自由を事実上否定するもの



ご清聴ありがとうございました



空陸タスクフォースの概念



日本の
領域

後方地域
日本の領域・戦闘行為が
ないと認められる範囲

後方地域
支援

後方地域
捜索救助
活動

安保条約の目的達成に寄与
遭難した戦闘参加者

国連決議に基づく
船舶検査活動

周辺事態：
日本の平和と安全に重要な

影響を与える事態

戦闘行為

合衆国軍隊

周辺事態への対応
（1999年）

戦闘行為

戦闘行為

戦闘行為

戦闘行為
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英国と日本

①大陸での勢力均衡：覇権国家出現を阻止

②大陸との健全な距離：過度な介入を回避

③シーレーンの維持：自由貿易制度の維持



極東地域の
平和と安全

日米安保条約第６条
岸ハーター交換公文

藤山マッカーサー口頭了解

配置における重要な変更
装備における重要な変更

（核持込み）戦闘作戦行動

日米安保条約
（1960年）

韓国

台湾地域

フィリピン
以北

日本の安全



今度こそ、ご清聴ありがとうございました
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